
第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業

第 １ 次 提 案 書 

注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、

余白15mm以上としてください。 

提案グループ名 

（25字以内） 

生麦事件参考館リユースプロジェクト 

グループ結成の

経緯・応募に至

った経緯 

淺海武夫氏が私財を投じて創設した「生麦事件参考館」の再開館を目指し、

昨年応募したが2次は不通過だった。メンバーで再挑戦の意思を確認し、今年

3月からプロジェクトを再始動させた。様々な活動の中で地域の理解や関心も

高まり、新たな協力者も増えてきた。参考館を交流拠点の一つとし、地域の

発展に寄与したいという思いを具体的な形とするために応募した。  

現在の主な活動

内容・活動実績 

⑴事件関連の地を巡る散策 リレーさんぽ3回（73名参加）、ガイド養成の事

前勉強会 

⑵参考館プレオープン 4月から８回実施（209名来館）、館内外の整備

⑶その他 HP開設、資料データベース化、小中学校訪問（３校）、講座・講演

会開催（3回） 

提案場所
鶴見区 生麦１丁目 

提案名 

（25字以内） 

歴史でつなぐ多文化共生・多世代交流のまちづくり 

提案する施設の

概要（80字以内） 

参考館と母屋1階の破損箇所修繕と安全対策を行ない、単なる資料展示館では

なく、誰もが気軽に立ち寄り、交流できる地域の拠点とする。 

具体的な整備内

容 （【 ハ ー ド 整

備】何を整備しま

すか。） 

⑴参考館１階；入口テラス、ポーチ、扉の整備、情報掲示板の設置

照明器具交換、壁面の修繕、ピクチャーレール取付 

２階; 階段の滑り止め、入口に取っ手取付、窓・照明・空調の改 

修、書庫、淺海記念コーナー設置  

⑵母屋 １階；台所の天井の修繕、照明・空調の改修 2階；雨漏り防止

⑶前庭 所有者駐車場との仕切り設置、更地化（花壇等撤去）

整備費用の概算額：約５００万円 

活 用 イ メ ー ジ
（【ソフトの取組】

提案する施設でど

のような活動を行

いますか。整備す

る場所に触れて説

明してください。） 

⑴参考館 1階；展示の工夫（企画展を開催し、テーマに応じた展示をする）

丁寧な解説（説明員・説明ビデオ）、児童の作品や学習成果

紹介、掲示板での地域情報、展示内容紹介

2階；資料保管・検索、図書閲覧、創設者顕彰（写真・新聞記事） 

⑵母屋 1階；スタッフ会議、作業・情報発信、地域交流・談話

⑶軒下・前庭 子どもワークショップ、ギャラリー、ひと休み・座談(住民同

士の交流)、語り部ボランティアと子どもたちの交流（生麦 

の歴史、昔話、昔の遊びなどを語る会）校外学習の説明場 

所、祭礼の休憩所⇒新しい“まちの辻” 

提案の背景（な

ぜ 提 案をする の

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

地域の小学校では生麦事件を題材とした総合学習が行われており、参考館

再開により歴史への理解をさらに深めることが期待される。事件碑の建立や

慰霊祭の実施、参考館の設立など事件の記憶を風化させないための努力と想

いを、地域で大切に受け継ぐことで地域への愛着を醸成できる。 

若い世代や転入者、外国籍住民の増加で地域社会の構成が多様化する中、

誰もが参加しやすいイベントが盛んに行われている。若い商店主を中心とし



ださい） た新しいまちづくりの動きは、地域で着実に進んでいる。 

160年以上前に起きた生麦事件を通して、地域や文化を超えた人と人とのつ 

ながりの大切さが再認識されている。そうした背景を踏まえて、まちの魅力

向上や住民同士のつながりの強化に参考館は寄与していく。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

年齢・国籍・居住歴を問わず、多様な人々がつながり、支え合う「いつま

でも住み続けたいまち」を目指す。そのために 

⑴子どもたちが主体的に学ぶ場を提供することで、地域の歴史や文化に誇り

を持ち、次代のまちづくりを担う人材を育む。 

⑵展示やＳＮＳなどを通して生麦の歴史や魅力を発信し、他地域や世界とも

つながる「開かれた生麦」として発展することを目指す。 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

⑴所有者より無償で貸し出しを受けた建物と庭の修繕・改修を、地元の工務

店に依頼する。掲示板の設置など、出来るところはＤＩＹで行う。 

⑵廃棄物・古書類の処理、建物周辺の清掃はプロジェクトメンバーと地域ボ

ランティアで行う。作業に必要な道具は夫々が持ち寄る。 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

⑴参考館の運営・管理はプロジェクトメンバーと地域ボランティアが行う。

地域のボランティア募集を既に始めている。（現在3名が参加予定）  

⑵必要な備品、消耗品などは積立金で購入し、地域からの提供も受ける。 

⑶費用は入館料・販売（資料・土産品）・イベント参加費・協賛金で賄う。 

今後、クラウドファンディングなど他グループの事例を検討する。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

⑴文化の違いを口実に紛争が絶えない今日。異文化との接し方を考えさせる

生麦事件を語り継ぐことは重要で、参考館の果たす役割も大きくなる。 

⑵参考館のプレオープン後、研究者・技術者など地域の人材に次々と出会っ

た。また、定点ガイド・語り部ボランティア・館内ガイドなど、地域から

は「何時から始めるか」という積極的な問い合わせが相次いでいる。 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

土地・建物所有者 

 

生麦事件参考館を地域の皆さんの力で再開し、

まち普請事業を活用して建物や所蔵資料をまち

づくりに生かしてほしい。 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 第１次提案書（添付書類を含む）の内容に個人情報は含まれていません。 



添付資料１ 位  置  図 

■市全域（開港前の地形と古道）    ■鶴見区中心部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（作成：山路商事株式会社）   （「つるみ生活・防災マップ」令和５年 12 月発行版 1/24,000） 

 

 

■計画敷地周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
（ 「横浜市行政地図情報」背景図） 

生麦事件発生地 

生麦事件参考館 

生麦事件碑 
(事件説明版・リチャードソン絶命地) 

岸谷小学校 

生麦中学校 

キリンビール横浜工場 

生麦駅 

生麦小学校 

道念稲荷 

神明神社 

生麦地区センター 

生麦地域ケアプラザ 

鶴見駅 

京急鶴見駅 

花月園駅 

生麦駅 

国道駅 

● 

● 

＝生麦事件参考館位置 



添付資料 2 現 況 写 真 
■軒下テラス        ■母屋 1 階（神田屋酒の記念館）＊新たに使えるようになったエリア 

 

 

 

■前 庭                          ■外部階段 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参考館２階                        ■参考館 1 階 

 

 

 

 

 

 

  

                  ■参考館入口 

■航空写真          

 

ＤＩＹで不用品を片付け、多
目的利用スペースを確保 

＊1階の部屋はＤＩＹで片付け中 男女トイレは使用可 
＊2階のベランダに水が溜り、1階台所の天井は漏水で大破損 

  

ＤＩＹで整備し、スペースと 

して活用するため更地化し、 

所有者駐車場との仕切り設置 

雨天時は滑りやすく、2
階入口の段差も大きい
⇒滑り止め、取手を付け
るなどの対応必要 

屋根裏の活

用を検討 

＊天候次第で室内は暗くなる 
＊資料・書籍未整理 

 

専門業者が水漏れを調査済み

 

＊入口テラスは腐食し、雨水は室内にも侵入 支柱は機能せず  

＊タイルの破損 段差 雨天・強風時に扉の開放が出来ず 

＊掲示板の必要（まちの情報・展示資料の紹介など） 

 

＊適切な照明に切換える必要 
＊安全な閲覧のため床の改修 
＊ピクチャーレールを新設し

展示を見やすくする 

５ｍ 

＝まち普請整備計画範囲 
（駐車場は除く） 

駐
車
場 

軒下テラス 

庭 

外部階段 

参考館 

＊水漏れで内壁が大きく破損 
＊展示資料にも腐食が進行 

資 書籍 整  

 

母屋 

（Google マップ 2022） 

ｂefore 

after 

 

 





添付資料４ ２次コンテスト以降の活動内容    

1.26㈰ 令和 6年度まち普請 2次コンテスト 

2. 9㈰ 第 1回リレーさんぽ 鶴見駅東口～生麦事件参考館 （29名参加） 

    ＊ガイド希望者事前学習会、コース下見 お土産付き（生麦銘菓） 

.14㈮ プロジェクト会議（生麦地区センター 18：00～） 

.24㈪ 第 2回リレーさんぽ 東神奈川駅東口～本覚寺（22 名参加） 

.25㈫ 横浜市教育委員会訪問 プロジェクトについて相談 

3. 2㈰ 第 3回リレーさんぽ 関内駅北口～外国人墓地（22 名参加） 

. 6㈭ 参考館リホームに向けた調査研究 

.21㈮ プロジェクト会議（生麦地域ケアプラザ 18：00～） 

.24㈪ 令和会歴史講座「生麦事件」（講師 東寺尾地域ケアプラザ） 

4. 2㈬ プロジェクトの公式 WｅｂSite立ち上げとブログ開始 

. 4㈮ 参考館内外の片付け 資料のデータベース化作業 

.10㈭ プロジェクト会議（生麦地域ケアプラザ 18：00～） 

.16㈬ 生麦・岸谷両小学校訪問 校長先生にご挨拶・懇談  

 

 

.18㈮ 参考館内外の片づけ 開館準備 

.19㈯ 参考館プレオープン① 来館者 37人  

協賛金等 4,200円 （募金箱で募る）  

.20㈰   〃   〃  ②     8人  

         スタッフによる解説 軒下で始まる交流（まちの辻） ※辻＝人が集まる場所 自由な場 

.25㈮ 母屋周辺の鉄屑の搬出に立ち会う 

.26㈯ 参考館プレオープン③ 来館者 33 人 協賛金等 4,000円 

.27㈰   〃   〃  ④        32人     1,250円 

5. 8㈭ 事務局会議（生麦地域ケアプラザ 18：00～） 

.10㈯ 鶴見歴史の会総会で記念講演 （鶴見神社 14：30～） 

    「生麦から世界へ 世界から見た生麦」（ケイタ☆ブラジル氏） 

参考館プレオープン ⑤ 来館者 37人 協賛金等 4,200円 

.11㈰   〃   〃  ⑥     8人  

.15㈭ 生麦中学校訪問 校長・副校長先生にご挨拶 地域連携について 

.22㈭ 事務局会議（生麦地区センター 18：00～）  

.23㈮ 母屋の水漏れ調査に立ち会う 

.24㈯ 参考館プレオープン ⑦ 来館者 45人 協賛金等 5,000円 

鶴見見どころガイドの会ツアー 「鶴見線海芝浦と生麦事件を訪ねる」参考館に立ち寄る 

.25㈰ 参考館プレオープン ⑧来館者 17人 協賛金等 4,869円 
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